
JP 2011-62249 A 2011.3.31

10

(57)【要約】
【課題】外付けのストロボ光源装置を用いる電子内視鏡
システムにおいて、ストロボ光源装置のオン状態に連動
して電子シャッタ機能を自動停止する。
【解決手段】電子スコープ１１のライトガイド２２をス
トロボ光源装置１４の光源部２３に接続する。プロセッ
サ装置１２の映像信号処理回路１７から直流電圧分離回
路２９、接続ケーブル２８を介して映像信号を出力する
。接続ケーブル２８をストロボ光源装置１４の直流電圧
重畳回路３１を介して垂直同期信号検出回路３３に接続
し、垂直同期信号を検出する。直流電圧重畳回路３１を
介して接続ケーブル２８にストロボ光源装置１４の直流
電源電圧を印加する。接続ケーブル２８の直流電圧成分
は、直流電圧分離回路２９において分離され、直流電圧
検出回路３０において検出される。直流電圧検出回路３
０において直流電圧が検出されたとき、メイン制御部１
９がスコープ制御部２０の電子シャッタ機能を停止する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストロボ光源装置を利用する電子内視鏡システムであって、
　電子スコープの挿入部先端に設けられる撮像素子の電子シャッタ機能を停止する電子シ
ャッタ機能停止手段と、
　前記撮像素子からの映像信号の垂直同期信号を含む信号を出力する信号出力手段と、
　前記信号出力手段と接続ケーブを介して接続され前記垂直同期信号に基づき前記ストロ
ボ光源装置の光源部におけるストロボ発光のタイミングを制御するストロボ発光制御手段
と、
　前記接続ケーブルに前記ストロボ光源装置の電源電圧に対応する直流電圧を印加する直
流電圧重畳手段と、
　前記信号出力手段に設けられ、前記直流電圧を分離・検出する電源電圧分離検出手段と
を備え、
　前記電子シャッタ機能停止手段が、前記電源電圧分離検出手段において前記直流電圧が
検出されたときに前記電子シャッタ機能を停止する
　ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　前記信号が映像信号であって、前記ストロボ発光制御手段が、前記垂直同期信号を検出
する垂直同期信号検出手段および前記直流電圧重畳手段を介して前記接続ケーブルに接続
されることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記接続ケーブルが同軸ケーブルであって、前記直流電圧重畳手段が、前記接続ケーブ
ルと前記垂直同期信号検出手段との間に介装されるコンデンサと、前記接続ケーブルと前
記直流電圧を供給する電源との間に介装されるインダクタとを備えることを特徴とする請
求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記電源電圧分離検出手段が、直流電圧分離回路と直流電圧検出回路とを備え、前記直
流電圧分離回路が、前記接続ケーブルと前記信号出力手段との間に介装されるコンデンサ
と、前記接続ケーブルと前記直流電圧検出回路の間に介装されるインダクタを備えること
を特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ストロボ光源装置を接続して、ストロボ撮影・観察を行う電子内視鏡システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　発声時の声帯の静止状態やスローモーション映像を撮影、観察する電子内視鏡では、声
帯の音声振動ピッチに合わせたストロボ光を照明に用いる（特許文献１）。通常のプロセ
ッサ装置を用いてストロボ撮影を行う場合、外付けのストロボ光源装置に電子スコープの
ライトガイドを接続してストロボ撮影が行われるが、一般には、ストロボ発光のタイミン
グと、電子シャッタのタイミングは合わないので、電子シャッタ機能を使用したままスト
ロボ撮影を行うと、撮影中にストロボ発光が行われるコマと行われないコマが生まれ、ビ
デオ映像が明滅する。したがって、ストロボ撮影が行われている間は、電子スコープの電
子シャッタ機能を停止する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２２９２２２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、外付けのストロボ光源装置を照明に利用する際、ストロボ光源装置のオン操作
に対応して電子スコープやプロセッサ装置において、電子シャッタ機能をオフすることは
煩雑であり、切り忘れることも多い。電子シャッタ機能を利用したままストロボ発光が開
始されると、上述したようにビデオ映像に明滅が発生し、観察が難しくなるとともに故障
と間違われる恐れがある。
【０００５】
　本発明は、外付けのストロボ光源装置を用いる電子内視鏡システムにおいて、ストロボ
光源装置の接続状態あるいはオン状態に連動して電子シャッタ機能を自動停止することを
課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電子内視鏡システムは、ストロボ光源装置を利用する電子内視鏡システムであ
って、電子スコープの挿入部先端に設けられる撮像素子の電子シャッタ機能を停止する電
子シャッタ機能停止手段と、撮像素子からの映像信号の垂直同期信号を含む信号を出力す
る信号出力手段と、信号出力手段と接続ケーブを介して接続され垂直同期信号に基づきス
トロボ光源装置の光源部におけるストロボ発光のタイミングを制御するストロボ発光制御
手段と、接続ケーブルにストロボ光源装置の電源電圧に対応する直流電圧を印加する直流
電圧重畳手段と、信号出力手段に設けられ、直流電圧を分離・検出する電源電圧分離検出
手段とを備え、電子シャッタ機能停止手段が、電源電圧分離検出手段において直流電圧が
検出されたときに電子シャッタ機能を停止することを特徴としている。
【０００７】
　上記信号が映像信号であって、ストロボ発光制御手段は、垂直同期信号を検出する垂直
同期信号検出手段、および直流電圧重畳手段を介して接続ケーブルに接続される。接続ケ
ーブルは例えば同軸ケーブルであって、直流電圧重畳手段は、接続ケーブルと垂直同期信
号検出手段との間に介装されるコンデンサと、接続ケーブルと直流電圧を供給する電源と
の間に介装されるインダクタとを備える。更に、電源電圧分離検出手段は、直流電圧分離
回路と直流電圧検出回路とを備え、直流電圧分離回路が、接続ケーブルと信号出力手段と
の間に介装されるコンデンサと、接続ケーブルと直流電圧検出回路の間に介装されるイン
ダクタを備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、外付けのストロボ光源装置を用いる電子内視鏡システムにおいて、ス
トロボ光源装置の接続状態あるいはオン状態に連動して電子シャッタ機能を自動停止する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態である電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】直流電圧分離回路および直流電圧重畳回路の周辺の構成のみ取り出したブロック
図である。
【図３】音声ピッチと光源部の発光タイミング、撮像における１コマ（１フィールド）の
タイミング、および電子シャッタの駆動タイミングを示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。図１は、本発明の一実施形態
である電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【００１１】
　電子内視鏡システム１０は、主に、電子スコープ１１、プロセッサ装置１２、モニタ１
３と、ストロボ光源装置１４を備える。電子スコープ１１は、プロセッサ装置１２に着脱
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自在に接続され、プロセッサ装置１２は、ビデオケーブルを介してモニタ１３に接続され
る。
【００１２】
　電子スコープ１１の挿入部先端に設けられた撮像部１５で撮像された映像は、電子スコ
ープ１１内の映像信号処理回路１６において例えばスコープ特有の処理が施された後、プ
ロセッサ装置１２の映像信号処理回路１７に送られる。映像信号処理回路１７では、電子
スコープ１１からの映像信号に対して所定の信号処理、あるいはプロセッサ装置１２に設
けられるパネルスイッチ１８の操作で指示される処理等が施された後、モニタ１３に出力
され、表示される。
【００１３】
　プロセッサ装置１２にはメイン制御部１９が設けられ、メイン制御部１９では、プロセ
ッサ装置１２や、電子内視鏡システム１０の全体の制御が行われる。例えば、電子スコー
プ１１のスコープ制御部２０は、メイン制御部１９からの指示に基づいて、撮像部１５に
設けられた撮像素子の駆動（電子シャッタ機能のオン／オフを含む）を制御する。また、
プロセッサ装置１２には、例えば、通常撮影用の光源を備えた光源部２１が設けられ、メ
イン制御部１９により制御される。
【００１４】
　なお、図１では、光源に外付けのストロボ光源装置１４を用いてストロボ撮影を行う場
合が示されるため、電子スコープ１１に設けられたライトガイド２２は、ストロボ光源装
置１４の光源部２３に接続される。しかし、ライトガイド２２は光源部に着脱自在であり
、通常の撮影を行う場合には、プロセッサ装置１２の光源部２１に接続される。
【００１５】
　ストロボ光源部２３は、一定のタイミングで発光を繰り返すストロボ光源であり、その
発光タイミングや光量は、ストロボ光源装置１４のメイン制御部２４によって制御される
。光源部２３の発光周期は、声帯の発する音声の振動ピッチに基づいて決定されるもので
、患者や被験者が発する声を音声マイクロホン２５で集音し、音声ピッチ検出回路２６に
おいてその音声ピッチが検出される。検出された音声ピッチはメイン制御部２４に入力さ
れる。
【００１６】
　すなわち、メイン制御部２４は、検出された音声ピッチに同期させて光源部２３の発光
タイミングを調整する。これにより、撮像部１５では、発声時の声帯の静止画像を撮影す
ることができる。また、パネルスイッチ２７のキー操作により、発光タイミングを検出さ
れた音声ピッチから僅かにずらすことも可能であり、これにより、撮像部１５では声帯の
スローモーション映像を撮影することができる。
【００１７】
　また、本実施形態のプロセッサ装置１２およびストロボ光源装置１４は、接続ケーブル
２８（例えば同軸ケーブル）により接続される。プロセッサ装置１２では、映像信号処理
回路１７が直流電圧分離回路２９を介して接続ケーブル２８に接続される。また、直流電
圧分離回路２９には直流電圧検出回路３０が接続され、直流電圧検出回路３０は、メイン
制御部１９に接続される。
【００１８】
　一方、ストロボ光源装置１４では、直流電圧重畳回路３１に接続ケーブル２８が接続さ
れる。直流電圧重畳回路３１には、ストロボ光源装置１４の直流電源３２が接続されると
ともに、垂直同期検出回路３３が接続され、垂直同期検出回路３３は、ストロボ光源装置
１４のメイン制御部２４に接続される。接続ケーブル２８には、例えばモニタ１３へ出力
される映像信号（例えばコンポジットビデオ信号）と同じ映像信号が供給されるとともに
、ストロボ光源装置１４の直流電源３２から直流電圧信号が印加される。
【００１９】
　すなわち、映像信号処理回路１７からの映像信号は、直流電圧分離回路２９を介して接
続ケーブル２８に供給され、ストロボ光源装置１４の直流電圧重畳回路３１、垂直同期検



(5) JP 2011-62249 A 2011.3.31

10

20

30

40

50

出回路３３へと伝送される。垂直同期検出回路３３は、プロセッサ装置１２から伝送され
た映像信号から垂直同期信号を検出し、メイン制御部２４へと出力する。なお、メイン制
御部２４において、垂直同期信号は、音声ピッチなどとともに、ストロボ発光のタイミン
グ制御に用いられる（後述）。
【００２０】
　一方、直流電源３２の直流電圧は、直流電圧重畳回路３１において映像信号に重畳され
る。接続ケーブル２８の直流電圧成分は、プロセッサ装置１２において、直流電圧分離回
路２９で分離され、直流電圧検出回路３０のみに供給される。直流電圧検出回路３０は、
直流電源３２からの直流電圧信号を検出すると、その結果をメイン制御部１９へと出力す
る。
【００２１】
　すなわち、メイン制御部１９は、接続ケーブル２８を通してストロボ光源装置１４の接
続状態あるいは直流電源のオン／オフを検出することができ、メイン制御部１９は、スト
ロボ光源装置１４の接続状態あるいは直流電源のオン／オフに基づいて、スコープ制御部
２０における電子シャッタ機能のオン／オフを切り替えることができる（後述）。
【００２２】
　次に図２を参照して、本実施形態の直流電圧分離回路２９および直流電圧重畳回路３１
の構成について説明する。図２は、直流電圧分離回路２９および直流電圧重畳回路３１の
周辺の構成のみ取り出したブロック図である。
【００２３】
　図２に示されるように、直流分離回路２９は、例えばコンデンサ２９Ａとインダクタ２
９Ｂから構成され、映像信号処理回路１７の後段回路を構成するビデオ信号出力回路１７
Ａは、コンデンサ２９Ａを介して接続ケーブル２８が接続されるビデオ信号出力端子に接
続される。また、直流電圧検出回路３０は、インダクタ２９Ｂを介してビデオ信号出力端
子に接続される。
【００２４】
　一方、直流電圧重畳回路３１もコンデンサ３１Ａとインダクタ３１Ｂから構成される。
垂直同期信号検出回路３３は、コンデンサ３１Ａを介して接続ケーブル２８が接続される
ビデオ信号入力端子に接続され、直流電源３２はインダクタ３１Ｂを介してビデオ信号入
力端子に接続される。以上の構成により、接続ケーブル２８の映像信号には、直流電源３
２の電圧が直流電圧重畳回路３１において重畳され、映像信号に重畳された直流成分は直
流電圧分離回路２９において分離され、直流電圧検出回路３０にのみ供給される。
【００２５】
　次に図１、図３を参照して、本実施形態の電子内視鏡システム１０のストロボ撮影動作
について説明する。図３は、音声ピッチと光源部２３の発光タイミング（図３（ａ））、
撮像における１コマ（１フィールド）のタイミング（図３（ｂ））、および電子シャッタ
の駆動タイミング（図３（ｃ））を示すタイミングチャートである。
【００２６】
　図３（ａ）において、光源部２３の発光のタイミングは星印で示される。図３（ａ）に
示されるように、ストロボ光源装置１４の光源部２３は、略一定周期で振動する音声振動
のピッチに合わせて瞬間的に発光する。図示例では音声振動の立ち上がりにおけるゼロク
ロス点において発光が行われる。
【００２７】
　通常の撮影のように、電子シャッタを用いた撮影では、撮像期間は電子シャッタがオン
状態のときに対応し、１コマの一部の期間のみが撮像期間として利用される。例えば図３
において３、４、５コマ目では、ストロボ発光と撮像期間のタイミングが合わず、撮像期
間内に被写体が照明されることがないので、画像は真っ暗なものとなる。
【００２８】
　このように、通常撮影のときのように、電子シャッタ機能をオン状態にしたままストロ
ボ撮影を行うと、撮影されないコマが発生するのでモニタ１３に表示される画像は明滅し
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、視認性が悪化する。したがって、ストロボ撮影の際には、電子シャッタ機能をオフ状態
とし、図３（ｂ）に示されるように、１コマの略全て（電荷転送期間等を除く）の期間を
撮像期間として利用することで、全てのコマの撮像期間においてストロボ発光が行われる
ようにする必要がある。
【００２９】
　本実施形態では、上述したように、映像信号（垂直同期信号）を送る接続ケーブル２８
に、ストロボ光源装置１４の直流電源電圧を印加し、プロセッサ装置１２において、この
直流電源電圧を分離・検出しているので、プロセッサ装置１２は、ストロボ光源装置１４
の接続状態あるいはオン／オフ状態を常時把握することができる。これにより、プロセッ
サ装置１２のメイン制御部１９は、ストロボ光源装置１４の接続状態あるいは直流電源が
オン状態のとき（直流電源電圧が検出されたとき）、スコープ制御部２０に対して電子シ
ャッタ機能を停止するように指示し、撮像部１５での電子シャッタ機能が停止される。
【００３０】
　また、本実施形態では、各コマの撮像期間におけるストロボ発光の回数を一定数（例え
ば１回）に固定し、各コマの明るさを一定に保つ。すなわち、ストロボ光源装置１４は、
プロセッサ装置１２から映像信号（例えばコンポジットビデオ信号）を受信し、１コマ（
１フィールド）の区切りに対応する垂直同期信号を検出してコマ毎の発光回数が異なるこ
とを防止する。
【００３１】
　以上のように、本実施形態によれば、外付けのストロボ光源装置を用いる電子内視鏡シ
ステムにおいて、垂直同期信号を伝送する接続ケーブルを利用して、ストロボ光源装置の
オン状態に連動して電子シャッタ機能を自動停止することができる。すなわち、接続ケー
ブルを伝達される垂直同期信号を含む信号に、ストロボ光源装置の電源電圧に対応する直
流電圧を重畳することで、新たな接続ケーブルを用いることなく、ストロボ光源装置の接
続状態あるいはオン／オフ状態をプロセッサ装置で検知可能とし、電子シャッタ機能をス
トロボ光源装置の接続状態あるいはオン状態に連動して停止することが可能となる。
【００３２】
　なお、本実施形態では、接続ケーブルを介して映像信号が伝送されたが、垂直同期信号
そのものを伝達する構成とすることもでき、その場合、垂直同期検出回路は省略すること
もできる。また、本実施形態では、接続ケーブルにストロボ光源装置の直流電源電圧を印
加したが、直流電源電圧を分圧したものを印加する構成にすることもできる。また、本実
施形態において、通常の光源部は、プロセッサ装置に内蔵されていたが、通常の光源部も
外付けであってもよい。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　電子内視鏡システム
　１１　電子スコープ
　１２　プロセッサ装置
　１３　モニタ
　１４　ストロボ光源装置
　１５　撮像部
　１９　メイン制御部（プロセッサ装置）
　２０　スコープ制御部
　２１　光源部（プロセッサ装置）
　２２　ライトガイド
　２３　光源部（ストロボ光源装置）
　２４　メイン制御部（ストロボ光源装置）
　２５　音声マイクロホン
　２６　音声ピッチ検出回路
　２９　直流電圧分離回路
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　３０　直流電圧検出回路
　３１　直流電圧重畳回路
　３２　直流電源電圧（ストロボ光源装置）
　３３　垂直同期検出回路

【図１】 【図２】
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【図３】
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摘要(译)

要解决的问题：使用外部闪光灯光源装置，在电子内窥镜系统中与频闪
光源装置的ON状态一起自动停止电子快门功能。 电子镜的光导连接到频
闪光源装置的光源单元。并且经由DC电压分离电路29和连接电缆28从处
理器装置12的视频信号处理电路17输出视频信号。连接电缆28经由频闪
光源装置14的DC电压叠加电路31连接到垂直同步信号检测电路33，并且
检测垂直同步信号。并且经由DC电压叠加电路31将闪光灯光源装置14的
DC电源电压施加到连接电缆28。连接电缆28的DC电压分量在DC电压分
离电路29中分离，并由DC电压检测电路30检测。当在DC电压检测电路
30中检测到DC电压时，主控制单元19停止示波器控制单元20的电子快门
功能。 点域1
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